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【背景と目的】：ダイヤモンドは究極の物性を有することから，次世代パワー半導体材料として期待され





【実験と結果】：p+HPHT (001)基板に対して XRT 像を撮影し，転位の特徴と分布を把握した．欠陥数
の異なる2枚の基板に対し，実験室系のロッキングカーブ測定で禁制反射(222)と通常反射(111)を測定し，
禁制反射強度比α I /I 100 % 	（通常反射に対する禁制反射の割合）を計算した（図 1）．XRT 像
で特徴的な転位群が見られた絶縁 HPHT 基板と p+HPHT 基板①に対して 21μm 角のサイズでαのマッ
ピングを行った．その結果，転位領域と無欠陥領域で明らかな差が生じた．特に p+HPHT 基板①におい







図 1 実験室系における禁制反射強度比の比較     図 2 禁制反射強度マッピング 
【引用】：[1] M. Renninger, Acta Cryst. 8, 606 (1955). 
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